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平
成
七
年
六
月
二
日
「
細
川
内
ダ
ム
建
設
計
画
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
（
質
問
第
六
号
）
を
提
出
し
た
が
、
こ
の
建
設
計

画
に
は
疑
問
点
が
多
く
、
一
層
の
事
実
関
係
の
解
明
が
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
公
共
事
業
見
直
し
の
た
め
の
第
三
者
機
関
の
設

置
問
題
お
よ
び
い
わ
ゆ
る
ダ
ム
等
事
業
審
議
委
員
会
（
以
下
ダ
ム
審
議
委
員
会
と
い
う
）
に
対
す
る
当
局
の
基
本
的
な
考
え
方

に
つ
い
て
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。 

一 

政
府
は
先
の
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
三
二
第
六
号
）
に
お
い
て
、
五
十
嵐
官
房
長
官
が
、
大
規
模
公
共
事
業
計
画
を
進
め

る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
妥
当
性
を
審
査
す
る
第
三
者
機
関
の
設
置
を
提
案
し
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
「
現
在
、
関
係
省
庁
で

こ
れ
ら
手
法
に
つ
い
て
総
合
的
観
点
か
ら
検
討
中
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
方
針
に
変
更
は
な
い
か
。
ま
た
第
三

者
機
関
の
性
格
は
、
①
事
業
官
庁
か
ら
完
全
に
独
立
し
た
組
織
で
あ
る
こ
と
、
②
客
観
的
事
実
に
基
づ
い
て
判
断
で
き
る
場

で
あ
る
こ
と
、
③
会
議
の
公
開
と
住
民
参
加
を
保
証
す
る
こ
と
な
ど
が
必
要
と
考
え
る
。
第
三
者
機
関
の
設
置
に
あ
た
り
、

①
～
③
を
取
り
入
れ
る
意
思
が
あ
る
か
ど
う
か
、
政
府
の
基
本
的
な
考
え
方
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

政
府
は
本
年
九
月
、
各
省
庁
の
審
議
会
を
原
則
と
し
て
、
公
開
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
原
則
公
開
の
内
容
に
は
、
会
議
後

の
議
事
録
公
開
、
会
議
の
報
道
関
係
者
へ
の
公
開
、
会
議
の
一
般
公
開
な
ど
が
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
。
同
じ 

徳
島
県
木
頭
村
に
計
画
さ
れ
て
い
る
細
川
内
ダ
ム
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

四 

既
に
実
施
し
て
い
る
八
か
所
の
ダ
ム
審
議
委
員
会
は
、
透
明
性
、
客
観
性
の
観
点
か
ら
疑
義
が
あ
る
。
透
明
性
の
観
点
か

ら
は
、
住
民
参
加
と
公
開
が
最
低
条
件
と
考
え
ら
れ
る
が
、
全
国
各
地
の
同
審
議
委
員
会
は
、
一
般
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。 

三 

建
設
省
は
、
ダ
ム
審
議
委
員
会
を
設
置
し
、
事
業
の
進
め
方
に
関
し
、
一
層
の
透
明
性
、
客
観
性
の
確
保
を
図
る
と
し
て

い
る
。
そ
こ
で
透
明
性
と
は
い
か
な
る
こ
と
を
い
う
の
か
。
客
観
性
と
は
具
体
的
に
何
を
い
う
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な

基
準
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

ダ
ム
審
議
委
員
会
は
い
か
な
る
法
律
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
の
か
、

明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。 

な
お
地
元
首
長
が
推
薦
す
る
者
を
選
任
す
る
考
え
が
な
い
場
合
、
そ
の
理
由
を
具
体
的
に
示
し
答
え
ら
れ
た
い
。 

客
観
性
の
観
点
か
ら
は
審
議
委
員
の
選
任
は
ダ
ム
推
進
の
立
場
を
と
る
知
事
が
行
い
、
ダ
ム
建
設
推
進
の
メ
ン
バ
ー
が
大
多

数
を
占
め
、
意
見
の
異
な
る
人
た
ち
は
排
除
さ
れ
て
い
る
。
木
頭
村
長
は
、
事
業
予
定
地
の
地
元
首
長
が
推
薦
す
る
メ
ン

バ
ー
を
委
員
の
う
ち
半
数
選
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
が
当
局
は
ど
う
考
え
る
か
、
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

く
所
管
庁
の
Ｏ
Ｂ
を
審
議
会
委
員
に
加
え
な
い
と
の
方
針
も
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
い
つ
ま
で
に
完
全
実
施
す
る
の
か
明
示

さ
れ
た
い
。
ま
た
現
在
、
建
設
省
、
農
水
省
、
運
輸
省
に
関
係
す
る
審
議
会
に
お
い
て
Ｏ
Ｂ
が
会
長
を
し
て
い
る
も
の
お
よ

び
委
員
に
な
っ
て
い
る
審
議
会
名
と
、
そ
の
Ｏ
Ｂ
の
各
省
に
お
け
る
最
終
役
職
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 四 

 



 

五 

建
設
省
は
ダ
ム
審
議
委
員
会
の
諮
問
を
へ
て
、
委
員
会
の
意
見
を
尊
重
し
た
事
業
者
に
よ
る
判
断
を
行
い
、
①
事
業
の
継

続
実
施
、
②
計
画
変
更
し
て
実
施
、
③
中
止
、
の
選
択
肢
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
徳
島
県
議
会
で
は
河
川
課
長
が

「
審
議
委
員
会
は
決
し
て
白
紙
を
前
提
と
し
た
会
議
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
基
本
計
画
策
定
ま
で
の
ひ
と
つ
の
手
続

き
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
お
考
え
願
っ
た
ら
い
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
」（
要
旨
）
と
答
弁
し
て
い
る
と

い
う
が
事
実
か
。 

六 

建
設
省
は
細
川
内
ダ
ム
な
ど
全
国
十
一
か
所
の
ダ
ム
を
見
直
し
の
対
象
と
し
て
選
ん
で
い
る
。
細
川
内
ダ
ム
の
よ
う
に
事

業
計
画
が
全
く
成
り
立
っ
て
い
な
い
場
所
と
、
徳
山
ダ
ム
の
よ
う
に
用
地
買
収
が
基
本
的
に
終
わ
り
廃
村
と
な
っ
て
、
既
に

千
三
百
億
円
の
事
業
費
を
注
ぎ
込
ん
だ
場
所
の
見
直
し
と
で
は
根
本
的
に
条
件
が
異
な
る
。
そ
こ
で
十
一
か
所
の
、
①
選
定

理
由
、
②
計
画
進
捗
状
況
、
③
平
成
七
年
ま
で
に
投
じ
ら
れ
た
事
業
費
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

七 

徳
島
県
か
ら
高
知
県
に
い
た
る
国
道
一
九
五
号
線
は
、
木
頭
村
内
の
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
が
未
改
良
区
域
で
、
二
十

年
以
上
も
放
置
さ
れ
て
い
る
。
狭
い
場
所
で
は
道
路
幅
が
三
メ
ー
ト
ル
程
度
し
か
な
く
、
ダ
ム
水
没
予
定
区
域
と
い
う
理
由

で
予
算
が
つ
か
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
過
日
、
私
が
細
川
内
ダ
ム
問
題
で
、
建
設
省
担
当
官
か
ら
説
明
を

聞
い
た
際
、
担
当
官
は
道
路
幅
が
狭
い
と
い
う
私
の
指
摘
を
明
確
に
否
定
し
た
。
そ
こ
で
、
改
め
て
調
査
を
行
っ
た
と
こ 

五 

 



 

九 

地
域
住
民
の
利
便
性
の
み
な
ら
ず
交
通
安
全
対
策
上
も
国
道
一
九
五
号
線
の
木
頭
村
内
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
の
改
良

は
急
務
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
同
国
道
、
同
区
間
改
良
の
た
め
の
事
業
費
を
平
成
八
年
度
予
算
に
計
上
す
る
予
定
は

あ
る
の
か
ど
う
か
。
計
上
し
な
い
場
合
は
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

八 

改
め
て
問
う
が
、
国
道
一
九
五
号
線
の
木
頭
村
内
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
に
は
、
道
路
幅
が
三
メ
ー
ト
ル
程
度
で
一
部

の
大
型
自
動
車
が
通
行
で
き
な
い
箇
所
が
あ
る
が
、
当
局
は
こ
の
よ
う
な
箇
所
が
実
際
に
あ
る
と
認
め
る
の
か
ど
う
か
。
ま

た
最
も
狭
い
と
こ
ろ
で
道
路
幅
は
何
メ
ー
ト
ル
な
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

十 

先
の
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
三
二
第
六
号
）
に
お
い
て
、
細
川
内
ダ
ム
に
係
る
昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
平
成
六
年
度
ま
で

の
各
年
度
の
予
算
執
行
額
と
、
昭
和
四
十
三
年
度
か
ら
昭
和
四
十
六
年
度
ま
で
に
執
行
し
た
同
ダ
ム
建
設
計
画
関
連
調
査
費

が
示
さ
れ
た
が
、
こ
の
う
ち
食
糧
費
に
あ
て
ら
れ
た
金
額
は
い
く
ら
か
、
年
度
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
会
議

費
と
し
て
支
出
し
た
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
何
の
た
め
に
使
っ
た
も
の
な
の
か
、
支
出
回
数
、
支
出
合
計
額
、
会
議
名
、 

ろ
、
同
国
道
の
木
頭
村
内
区
間
に
は
、
道
路
幅
が
二
・
八
五
メ
ー
ト
ル
、
二
・
九
五
メ
ー
ト
ル
、
三
メ
ー
ト
ル
と
い
う
箇
所

が
相
変
わ
ら
ず
実
在
し
て
い
る
。
建
設
省
担
当
官
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
発
言
を
し
た
の
か
理
解
に
苦
し
む
。
同
区
間
に
は
道

幅
が
狭
い
と
こ
ろ
が
な
い
と
し
た
理
由
と
、
そ
の
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。 

六 

 



 

会
議
目
的
、
開
催
場
所
お
よ
び
出
席
者
を
あ
げ
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

十
二 

那
賀
川
で
は
下
流
の
洪
水
流
量
を
低
減
す
る
た
め
、
細
川
内
ダ
ム
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
想
定
さ
れ
て
い
る
百
年

に
一
回
の
洪
水
流
量
（
基
本
高
水
流
量
）
が
ど
の
程
度
の
合
理
性
、
説
得
性
を
も
っ
て
い
る
の
か
、
細
川
内
ダ
ム
な
し
で
こ

の
洪
水
流
量
に
対
処
す
る
他
の
手
段
が
な
い
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
他
の
河
川
も
同
様

で
あ
っ
て
、
基
本
高
水
流
量
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
、
ダ
ム
に
代
わ
る
代
替
手
段
の
選
択
の
可
能
性
が
十
分
に
議
論
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
各
河
川
に
つ
い
て
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
が
ど
の
程
度
一
貫
し
た
も
の
で
あ
る
か
も
明
確
で
は
な
い
。
そ
こ 

十
一 
政
府
は
、
会
計
検
査
院
か
ら
ダ
ム
・
河
口
堰
計
六
か
所
が
長
年
に
わ
た
り
着
工
で
き
な
い
た
め
、
調
査
費
な
ど
約
八
百

五
十
億
円
が
無
駄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
九
十
四
年
度
決
算
検
査
報
告
で
指
摘
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
細
川
内

ダ
ム
分
約
四
十
三
億
円
も
含
ま
れ
て
い
る
と
聞
く
が
事
実
か
。
ま
た
、
細
川
内
ダ
ム
関
係
事
業
費
の
中
の
事
務
費
等
を
、
本

来
の
目
的
に
反
し
、
食
糧
費
や
会
議
費
に
流
用
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
あ
る
場
合
は
、
件
数
お
よ
び
金
額
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
に
会
計
検
査
院
か
ら
事
務
費
等
の
流
用
に
つ
い
て
や
、
食
糧
費
や
会
議
費
と
し
て
は

不
適
切
な
支
出
だ
と
し
て
注
意
等
を
受
け
た
事
実
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
さ
ら
に
食
糧
費
を
い
わ
ゆ
る
官
々
接
待
に
流
用
し

た
こ
と
が
あ
る
の
か
ど
う
か
も
併
せ
て
答
え
ら
れ
た
い
。 

七 

 



 

に
比
較
の
た
め
、
(二)
ア
～
キ
の
河
川
に
つ
い
て
も
同
様
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

で
、
今
回
の
ダ
ム
審
議
委
員
会
の
対
象
河
川
（
(一)
ア
～
ケ
の
河
川
）
の
基
本
高
水
流
量
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
と
ダ
ム
建
設
計
画

に
つ
い
て
の
議
論
を
深
め
る
た
め
に
必
要
な
、
下
記
の
(三)
ア
～
ツ
に
つ
い
て
数
字
を
あ
げ
具
体
的
に
答
え
ら
れ
た
い
。
さ
ら 

(一) 

対
象
河
川 

ア 

北
海
道 
沙
流
川 

ウ 

関
東 

渡
良
瀬
川
・
利
根
川 

ケ 

九
州 

川
辺
川
・
球
磨
川 

オ 

中
部 

矢
作
川
、
揖
斐
川 

ク 

四
国 

那
賀
川
、
吉
野
川 

イ 

東
北 

高
瀬
川 

工 

北
陸 

黒
部
川 

キ 

中
国 

吉
井
川 

力 

近
畿 

足
羽
川
・
日
野
川
・
九
頭
竜
川 

八 

 



 

(三) (二) 

比
較
の
た
め
の
河
川 

ア 

洪
水
防
御
計
画
に
お
け
る
計
画
規
模
、
す
な
わ
ち
計
画
降
雨
量
の
確
率
年
。 

ア 

北
海
道 

石
狩
川 

ウ 

北
陸 
神
通
川 

オ 

中
国 

旭
川 

イ 

洪
水
防
御
計
画
に
お
け
る
計
画
基
準
点
（
以
下
基
準
点
と
い
う
）
が
カ
バ
ー
す
る
流
域
面
積
。 

イ 
関
東 

多
摩
川
、
那
珂
川 

工 

中
部 
長
良
川
、
木
曽
川 

キ 

九
州 

筑
後
川 

力 

四
国 

仁
淀
川 

何
年
に
一
回
の
降
雨
を
想
定
し
た
か
を
示
す
。 

二
点
以
上
あ
る
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
示
す
。 

九 

 



 

ウ 

確
率
計
算
の
手
法
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
る
計
画
降
雨
量
計
算
値
と
そ
の
決
定
値
。 

オ 

基
準
点
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
に
観
測
さ
れ
た
第
一
位
か
ら
第
十
位
ま
で
の
洪
水
時
の
ピ
ー
ク
流
量
と
そ
の
時
の

水
位
お
よ
び
そ
の
発
生
年
月
日
と
発
生
時
刻
。 

ク 

基
準
点
の
基
本
高
水
流
量
の
決
定
値
お
よ
び
決
定
値
の
カ
バ
ー
率
。 

エ 

基
準
点
よ
り
上
流
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
観
測
さ
れ
た
第
一
位
か
ら
第
十
位
ま
で
の
実
績
降
雨
量
と
発
生
年

月
日
。 

キ 

こ
れ
ま
で
に
観
測
さ
れ
た
各
洪
水
に
つ
い
て
計
画
降
雨
量
へ
の
引
き
伸
ば
し
に
よ
り
、
基
準
点
の
洪
水
流
量
を

計
算
し
た
結
果
。 

カ 

採
用
し
た
洪
水
流
出
モ
デ
ル
の
手
法
（
貯
留
関
数
法
、
単
位
図
法
等
）
と
採
用
理
由
。 

確
率
計
算
の
手
法
は
岩
井
・
角
屋
法
、
石
原
・
高
瀬
法
、
グ
ン
ベ
ル
法
等
に
つ
い
て
、
ま
た
計
画
降
雨
量
は
基

準
点
よ
り
上
流
の
値
を
示
す
。 

各
洪
水
に
つ
い
て
の
引
き
伸
ば
し
率
と
ピ
ー
ク
流
量
計
算
値
を
示
す
。 

実
績
降
雨
量
は
一
～
三
日
間
で
、
前
記
ウ
の
計
画
降
雨
量
と
同
じ
継
続
時
間
の
も
の
を
示
す
。 

一
〇 

 



 

コ 

ダ
ム
や
遊
水
池
、
放
水
路
の
効
果
（
計
画
上
の
も
の
を
含
む
）
を
考
慮
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
観
測
さ
れ
た
各
洪

水
に
つ
い
て
計
画
降
雨
量
へ
の
引
き
伸
ば
し
に
よ
り
、
基
準
点
の
洪
水
流
量
を
計
算
し
た
結
果
。 

ケ 
基
準
点
上
流
に
お
い
て
洪
水
調
整
機
能
を
持
つ
ダ
ム
（
計
画
上
の
も
の
を
含
む
）
の
位
置
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
洪

水
調
節
容
量
。 

サ 

基
準
点
の
計
画
高
水
流
量
の
決
定
値
と
、
ダ
ム
、
遊
水
池
、
放
水
路
各
々
の
効
果
見
込
み
量
（
基
準
点
に
お
け

る
流
量
低
減
量
）
。 

シ 

基
準
点
に
お
い
て
基
本
高
水
流
量
お
よ
び
計
画
高
水
流
量
に
対
応
す
る
水
位
。 

各
洪
水
に
つ
い
て
の
ピ
ー
ク
流
量
計
算
値
を
示
す
。
た
だ
し
、
こ
の
計
算
を
省
略
し
て
計
画
高
水
流
量
を
定
め

た
場
合
は
そ
の
旨
を
明
記
の
こ
と
。 

カ
バ
ー
率
は
基
本
高
水
流
量
の
決
定
値
が
、
前
記
キ
の
ピ
ー
ク
流
量
計
算
値
群
の
何
％
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
の

か
を
示
す
。 

こ
の
項
は
、
沙
流
川
、
黒
部
川
、
揖
斐
川
、
足
羽
川
・
日
野
川
、
吉
井
川
、
那
賀
川
、
吉
野
川
、
川
辺
川
・
球

磨
川
に
つ
い
て
示
す
。 

一
一 

 



 

セ 

基
準
点
に
お
け
る
計
画
上
の
粗
度
係
数
と
河
床
勾
配
（
上
流
側
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
平
均
河
床
勾
配
と
下

流
側
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
平
均
河
床
勾
配
）
。 

ソ 

基
準
点
に
お
け
る
計
画
河
床
高
、
左
岸
お
よ
び
右
岸
の
計
画
築
堤
高
。 

ツ 

基
準
点
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
に
観
測
さ
れ
た
第
一
位
か
ら
第
十
位
ま
で
の
洪
水
に
お
け
る
審
議
委
員
会
対
象
ダ

ム
の
計
画
地
点
で
の
時
間
別
洪
水
流
量
。 

タ 

基
準
点
に
お
け
る
現
平
均
河
床
高
、
左
岸
お
よ
び
右
岸
の
現
築
堤
高
。 

チ 

基
準
点
に
お
け
る
平
均
河
床
高
の
過
去
三
十
年
間
の
変
遷
。 

ス 

前
記
ケ
の
該
当
河
川
に
お
い
て
審
議
委
員
会
の
対
象
ダ
ム
が
な
い
場
合
、
基
準
点
の
計
画
高
水
流
量
は
ど
の
程

度
増
加
す
る
の
か
、
そ
の
高
水
流
量
と
そ
れ
に
対
応
す
る
水
位
。 

審
議
委
員
会
の
対
象
ダ
ム
と
は
二
風
谷
ダ
ム
、
平
取
ダ
ム
、
宇
奈
月
ダ
ム
、
徳
山
ダ
ム
、
足
羽
川
ダ
ム
、
苫
田

ダ
ム
、
細
川
内
ダ
ム
、
川
辺
川
ダ
ム
を
意
味
す
る
。 

吉
野
川
の
場
合
は
第
十
堰
改
築
前
後
の
水
位
を
示
す
。 

河
床
高
の
変
遷
は
五
年
お
き
に
示
す
。 

一
二 

 



 

十
三 
本
年
は
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
那
賀
川
に
お
い
て
近
年
に
な
い
渇
水
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
異
常
渇
水
に
対
処
す
る

た
め
に
も
細
川
内
ダ
ム
が
必
要
と
い
う
意
見
が
あ
る
。
し
か
し
、
本
年
の
渇
水
は
八
月
二
十
六
日
か
ら
九
月
十
九
日
ま
で
の

わ
ず
か
二
十
数
日
間
の
う
ち
に
、
工
業
用
水
の
取
水
制
限
率
が
十
％
か
ら
八
十
％
へ
と
一
気
に
強
化
さ
れ
て
お
り
、
渇
水
対

策
の
進
め
方
と
し
て
不
明
な
点
が
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
の
か
、
本
年
の
那
賀
川
渇
水
の
構
造
を
解
析
す

る
た
め
、
次
の
ア
～
カ
に
つ
い
て
数
字
を
あ
げ
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

ウ 

農
業
用
水
と
工
業
用
水
に
対
す
る
取
水
制
限
の
条
件
と
本
年
の
取
水
制
限
の
経
過
。 

オ 

本
年
七
月
一
日
か
ら
九
月
末
日
に
か
け
て
の
次
の
農
業
用
水
お
よ
び
工
業
用
水
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
毎
日
の 

ア 

本
年
七
月
一
日
か
ら
九
月
末
日
に
か
け
て
の
流
量
観
測
地
点
（
和
食
、
楠
根
、
古
庄
）
に
お
け
る
毎
日
の
流

量
。 

イ 

本
年
七
月
一
日
か
ら
九
月
末
日
に
か
け
て
の
各
ダ
ム
（
小
見
野
々
ダ
ム
、
長
安
口
ダ
ム
、
川
口
ダ
ム
）
に
お
け

る
毎
日
の
貯
水
量
、
流
入
量
、
放
流
量
。 

エ 

取
水
制
限
に
お
け
る
各
農
業
用
水
と
各
工
業
用
水
の
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
取
水
量
。 

洪
水
流
量
の
観
測
値
が
な
い
場
合
は
、
ダ
ム
予
定
地
の
上
流
域
に
お
け
る
洪
水
時
の
時
間
別
降
雨
量
を
示
す
。 

一
三 

 



 

 

一
四 

取
水
量
。 

農
業
用
水
（
北
岸
用
水
、
南
岸
用
水
、
加
茂
谷
用
水
、
十
八
女
用
水
） 

工
業
用
水
（
日
本
製
紙
、
古
庄
上
流
の
新
王
子
製
紙
、
古
庄
下
流
の
新
王
子
製
紙
、
阿
南
工
業
用
水
道
） 

農
業
用
水
で
取
水
量
を
計
測
し
て
い
な
い
場
合
は
、
水
位
等
か
ら
の
推
定
取
水
量
を
示
す
。 

カ 

本
年
七
月
一
日
か
ら
九
月
末
日
に
か
け
て
の
那
賀
川
流
域
に
お
け
る
毎
日
の
降
雨
量
。 

気
象
庁
お
よ
び
建
設
省
の
観
測
地
点
に
つ
い
て
示
す
。 

右
質
問
す
る
。 


